
新地方公会計制度による財務書類（平成３０年度決算） 

 財務書類とは、自治体の財政状況について、資産・債務の管理や行政サービスにかかる

費用などの詳細を把握し分析することで、より効率的な行財政運営を行うために作成され

るものです。 

 綾部市では、平成２８年度決算から統一的な基準による財務書類を作成し、公表してお

り、平成２９年度決算からは、一般会計等のほかに特別会計、公営企業会計、地方公社、

第三セクターを含めた連結会計の財務書類についても公表しています。 

 

■対象会計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■作成基準日  平成３１年３月３１日現在 

■作 成 方 法  総務省の統一的な基準による財務書類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

                     

                     

                     

                     

                     

 一般会計 

 市立診療所等特別会計 

 農林業者労働災害共済特別会計 

 国民健康保険特別会計  介護保険特別会計   

 後期高齢者医療特別会計 駐車場特別会計 

 簡易水道特別会計    下水道事業特別会計 

 地域排水事業特別会計   住宅・工業団地事業特別会計 

【公営企業会計】 

 上水道事業会計        病院事業会計  

京都府自治会館管理組合 京都府住宅新築資金等貸付事業管理組合 京都府後期高齢者医療広域連合 

京都地方税機構 （公財）綾部市医療公社 （一財）綾部市体育協会 

（公財）京都府中丹文化事業団 （株）緑土 （株）水夢 （株）農夢 （株）エフエムあやべ 

【特別会計】  

【第三セクター等】  

～主な改正内容～ ≪基準モデル ⇒ 統一的な基準≫                

①これまで、決算統計と呼ばれる統計データから簡便的に作成していたものか

ら、日々の取引に基づき複式簿記をつけるようになります。 

②市の保有する土地、建物、道路、橋りょう等を一元的に台帳化した「固定資産

台帳」の整備が、必要となります。 

③統一的な基準で作成することにより、他団体との比較が容易になります。 

≪一般会計等≫ 
                     

                     

                    

                     

                     

                     

≪全体会計≫ 

≪連結会計≫ 



各財務書類の概要 

≪一般会計等≫ 

【貸借対照表（バランスシート）】 

会計年度末時点で、保有する資産（財産）と、その資産をどのような財源（負債、純

資産）で賄ってきたかを示すものです。 

                        （単位：千円） 

資産の部 負債の部 

１ 固定資産 

（１）有形固定資産 

    道路・橋りょう・ 

   売却可能資産など 

（２）無形固定資産 

    ソフトウエアなど 

（３）投資その他の資産 

    基金・出資金など 

86,945,363 

（76,677,501）

 

 

（40,392）

 

（10,227,470）

１ 固定負債 

（１）地方債 

（２）退職手当引当金 

15,610,435 

（13,291,484）

（2,318,951）

２ 流動負債 

（１）1 年以内償還予定 

地方債 

（２）賞与等引当金など 

1,432,928 

（1,187,623）

（245,305）

２ 流動資産 

  歳計現金など 

   （うち歳計現金） 

1,753,657 

（33,785）

負債合計 17,043,363 

純資産の部 

純資産合計 71,655,657 

資産合計 88,699,020 負債及び純資産合計 88,699,020 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 市民一人当たりの資産は約 265 万円、負債は約 51 万円 

２ 地方公共団体の貸借対照表の特徴として、有形固定資産が資産の大部分を占

めることが挙げられます。本市の一般会計等の資産に占める有形固定資産の割

合は、86.4%です。 

３ 負債の部には、主に有形固定資産の取得財源となる地方債が計上されていま

す。本市の平成 30 年度末時点での一般会計等の負債に占める地方債の割合は

85.0%です。 

４ 有形固定資産及び無形固定資産に占める地方債の割合を示す「社会資本等形

成の世代間負担比率（将来世代負担比率）」は、18.9%となりました。この数

値が大きくなるほど、将来への負担が大きいことを意味します。 

≪貸借対照表から分かること≫ 

市民一人当たりの貸借対照表 

33,456 人（Ｈ31.3.31 現在） 

①    資産  約 265 万円 

②    負債  約 51 万円 

①-② 純資産 約 214 万円 



市民一人当たりの行政コスト

計算書 

33,456 人（Ｈ31.3.31 現在） 

①   経常費用      約 53 万円 

②  経常収益         約  2 万円 

①-②純経常行政コスト 約 51 万円 

 

【行政コスト計算書】 

 資産の形成につながらない人的サービスや給付サービスなどにかかる費用 

（＝経常費用）とそのサービスを受けるために直接支払われた使用料・手数料などの財源

（＝経常収益）の会計年度中の動きをまとめたものです。 

（単位：千円） 

経常費用 A 17,857,570 

A

の 

内

訳 

１ 人にかかるコスト（人件費・退職手当引当金繰入など） 2,923,972 

２ 物にかかるコスト（物件費・維持補修費・減価償却費など） 8,147,834 

３ 移転支出的なコスト（他会計への支出・補助金など） 6,672,551 

４ その他のコスト（支払利息など） 113,213 

経常収益 B （使用料・手数料など） 669,999 

純経常行政コスト A—B 17,187,571 

 

【純資産変動計算書】 

貸借対照表の「純資産の部」に計上されている数値の 

会計年度中の増減を示したものです。 

（単位：千円） 

 

 

【資金収支計算書（キャッシュフロー計算書）】 

会計年度中の資金の流れを示すもので、どのような分野で資金を必要としているかを表

示しています。  

                              （単位：千円）   

前年度末資金残高 A 25,859 

当期収支 B 7,926 

B

の

内

訳 

１ 業務活動収支（市税・補助金・人件費など） 326,769 

２ 投資活動収支（公共施設整備支出・国府補助金など） ▲924,458 

３ 財務活動収支（地方債など） 605,615 

本年度末資金残高 A＋B 33,785 

 

 

 

                                  

前年度末純資産残高 A 74,884,763 

当期変動高 B ▲3,229,106 

B

の

内

訳 

１ 純経常行政コスト ▲17,115,825 

２ 一般財源 10,226,182 

３ 補助金等 3,718,942 

４ その他 ▲58,405 

本年度末純資産残高 A＋B 71,655,657 



≪全体会計≫ 

 

 

 

 

 

【貸借対照表（バランスシート）】                （単位：千円） 

資産の部 負債の部 

１ 固定資産 

 （うち有形固定資産） 

97,509,983 

（92,735,927）

１ 固定負債 22,148,909 

２ 流動資産 

 （うち資金） 

4,825,273 

（3,402,264）

２ 流動負債 2,324,728 

負債合計 24,473,637 

純資産の部 

純資産合計 77,861,619 

資産合計 102,335,256 負債及び純資産合計 102,335,256 

 

【行政コスト計算書】         （単位：千円） 

経常費用 A 32,727,666 

A

の 

内

訳 

１ 人にかかるコスト 3,185,205 

２ 物にかかるコスト 9,368,226 

３ 移転支出的なコスト 19,825,940 

４ その他のコスト 348,295 

経常収益 B 7,870,377 

純経常行政コスト A—B 24,857,289 

 

【純資産変動計算書】           （単位：千円） 

前年度末純資産残高 A 81,013,324 

当期変動高 B ▲3,151,705 

B

の

内

訳 

１ 純経常行政コスト ▲24,760,272 

２ 一般財源 13,361,630 

３ 補助金等 8,305,342 

４ その他 ▲58,405 

本年度末純資産残高 A＋B 77,861,619 

 

【資金収支計算書（キャッシュフロー計算書）】（単位：千円） 

前年度末資金残高 A 1,975,671 

当期収支 B ▲265,239 

B

の

内

訳 

１ 業務活動収支 872,075 

２ 投資活動収支 ▲1,406,949 

３ 財務活動収支 269,635 

経費負担割合変更に伴う差額Ｃ - 

本年度末資金残高 A＋B＋Ｃ 1,710,432 

 

市 民 一 人 当 た り の 行 政 コ ス ト

計算書 

33,456 人（Ｈ31.3.31 現在） 

①    経常費用    約 98 万円 

②  経常収益    約 24 万円 

①  -② 純経常行政コスト約 74 万円 

 

市民一人当たりの貸借対照表 

33,456 人（Ｈ31.3.31 現在） 

①   資産  約 306 万円 

②   負債  約  73 万円 

①  -② 純資産 約 233 万円 

１ 市民一人当たりの資産は約 306 万円、負債は約 73 万円 

２ 社会資本の整備のために将来世代が負担する割合 20.5％ 

３ 受益者負担割合 24.0％ 

≪全体財務書類四表から分かること≫ 



≪連結会計≫ 

 

 

 

 

 

【貸借対照表（バランスシート）】                （単位：千円） 

資産の部 負債の部 

１ 固定資産 

 （うち有形固定資産） 

99,157,936 

（92,983,509）

１ 固定負債 23,536,108 

２ 流動資産 

 （うち資金） 

8,416,890 

（6,819,054）

２ 流動負債 2,593,899 

負債合計 26,130,007 

3 繰延資産 4,205 純資産の部 

純資産合計 81,449,024 

資産合計 107,579,031 負債及び純資産合計 107,579,031 

 

【行政コスト計算書】         （単位：千円） 

経常費用 A 38,294,434 

A

の 

内

訳 

１ 人にかかるコスト 6,267,951 

２ 物にかかるコスト 12,869,704 

３ 移転支出的なコスト 18,696,297 

４ その他のコスト 460,482 

経常収益 B 8,346,709 

純経常行政コスト A—B 29,947,725 

 

【純資産変動計算書】           （単位：千円） 

前年度末純資産残高 A 83,623,295 

当期変動高 B ▲2,174,271 

B

の

内

訳 

１ 純経常行政コスト ▲29,858,207 

２ 一般財源 16,450,502 

３ 補助金等 11,288,607 

４ その他 ▲55,173 

本年度末純資産残高 A＋B 81,449,024 

 

【資金収支計算書（キャッシュフロー計算書）】（単位：千円） 

前年度末資金残高 A 4,546,067 

当期収支 B 578,580 

B

の

内

訳 

１ 業務活動収支 1,754,991 

２ 投資活動収支 ▲1,444,781 

３ 財務活動収支 268,370 

経費負担割合変更に伴う差額Ｃ ▲5,071 

本年度末資金残高 A＋B＋Ｃ 5,119,576 

 

市 民 一 人 当 た り の 行 政 コ ス ト

計算書 

33,456 人（Ｈ31.3.31 現在） 

① 経常費用         約 114 万円 

② 経常収益      約 25 万円 

①  -② 純経常行政コスト約 89 万円 

 

市民一人当たりの貸借対照表 

33,456 人（Ｈ31.3.31 現在） 

①   資産  約 322 万円 

②   負債  約  78 万円 

①-② 純資産 約 244 万円 

１ 市民一人当たりの資産は約 322 万円、負債は約 78 万円 

２ 社会資本の整備のために将来世代が負担する割合 20.5％ 

３ 受益者負担割合 21.8％ 

≪連結財務書類四表から分かること≫ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【貸借対照表（バランスシート）】 

※資産：住民サービスを提供するために所有している財産です。 

※歳計現金：歳入総額から歳出総額を差し引いた金額です。 

※負債：将来において支払いや返済の必要があるものをいい、1 年以内に支払いが発生する 

ものを流動負債、1 年より先に支払いが発生するものを固定負債とします。 

※地方債：市債残高から翌年度償還予定の元金を差し引いた金額です。 

※退職手当引当金：特別職を含む全職員が当該年度末に普通退職したと仮定した場合の支給 

額を計上しています。 

※純資産：所有している全ての財産から返済すべき債務を差し引いた正味財産の金額です。 

 

【行政コスト計算書】 

※人件費：職員に関する給与や賞与などの人の雇用にかかる費用の金額です。 

※退職手当引当金繰入：当該年度に引当金として新たに繰り入れられた分に相当する金額です。

※物件費：旅費、消耗品費、光熱水費、通信運搬費、委託料など 

※移転費用：特別会計等への繰出金などの移転にかかる費用です。 

※補助金等：補助金、交付金、負担金など 

※経常収益：行政サービスの対価として得られた「使用料、手数料」等を計上しています。 

※純経常行政コスト：資産形成に結びつかない行政サービスの経費から受益者負担などの収益

を差し引いた金額です。市税や地方交付税などの一般財源で賄わなければならないコストを

表しています。 

 

【純資産変動計算書】 

※前年度末純資産残高：前年度末の貸借対照表における純資産残高を計上しています。 

※補助金等：国庫支出金、府支出金等を計上しています。 

※本年度末純資産残高：当該年度末の貸借対照表における純資産残高と一致します。 

 

【資金収支計算書（キャッシュフロー計算書）】 

※業務活動収支：経常的な自治体の運営に係る収支です。 

※投資活動収支：公共施設の建設資金等の設備投資などに関する収支です。 

※財務活動収支：地方債の発行や償還に関する収支です。 

〇 用語解説 


